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	注意


このキットは指導者とともに組み立てる教材として作られたものです。工具の取り扱いなど熟知した指導者のもとで組み立ててください。

このキットはボランティアのみなさんが身近にある材料を工夫して作ったものです。材料にバリが出ているなど、扱いによってはけがをする恐れもありますので注意してください。

これはモーターの原理を学ぶための組み立てキットです。授業の中で完成させて回転を確かめる以上の機能や信頼性はありません。工夫して遊ぶこともできますが、授業外での使用に対する品質の保証はありませんのでご了承ください。

磁石は強力ですから、テレビ、時計、医療機器など影響を受けやすい機器には近づけないようにしてください。
２．部品表（まず、キットの内容をチェックしてください）

次の部品がそろっているか確認してください。部品の名前も覚えてください。
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３．組み立て手順

①回転子にコイルを巻きつける。

　コイルを巻きつける部分は電磁石になります。これをコアと呼びます。エナメル線を片側に巻きつけ、同じ巻き方向でもう一方に続けて巻きつけます。

　巻き始めは中心から外側に向かって巻き、最後はまた中心に戻るようにしてください。コイル用の銅線は半分に折ってボビンに巻きつけてあります。銅線の中心(折り目)から巻きはじめていきます。片側約７５回巻けます。もう一方のコアも中心から巻き始め、中心に戻って来るようにしてください。

　銅線は5ｃｍほど残して先端1cmほどを紙やすりでエナメルの被覆をはぎ取ります。その後２ｃｍほど残して巻きたします。
　巻き方向は両方のコアとも同じ方向です。片側だけ巻けたら指導員に見てもらってください。

（問題：なぜ巻き方向が同じでなければいけないと思いますか）



②コイルを整流子にはんだ付けする。

　このはんだ付けはちょっと難しいので指導員にやっていただきます。
（問題：整流子とはどの部分ですか。どうして整流子と呼ぶのでしょう）

指導員の方に回転子の両端を上図のように少し曲げてもらいましょう。

　基板に部品を取り付けていきますが、下の組み立て上がりの図を見て、このように完成させることを理解して次の手順で組み立てましょう。







③軸受を取り付ける。回転子を差し込む。
　軸受を木ねじで取り付けます。下穴と軸受の穴とを合わせてねじ込んでください。木ねじは鍋型の頭のものを使います。ドライバーでしっかり固定しましょう。

　回転子の軸棒をこの軸受の穴に差し込みます。
　回転子の回転がスムースか、指で回してみてください。

④電池ホルダーを取り付ける（さらもくネジを使う）。

　電池電極と一緒にねじで留めます。電極を電池ホルダーに粘着テープで仮止めしておくと取り付けやすいです。

⑤ブラシを取り付ける

　ブラシと電池電極からの線とを一緒にビス止めします。
⑥固定子盤を取り付ける

⑦磁石を固定子盤につける

⑧電池を差し込む

　電池の＋または－側一方に紙を挟んでおきます。
４．試してみよう

　電池と電極の間に挟んだ紙は、スイッチの代わりになります。紙を抜いてモーターの回転を確かめてください。軸を少し回してやると回り出します。ブラシと整流子の接触をピンセットで調整する必要があるかもしれません。
　磁石の磁極の向きを変えてみたり、電池のプラスマイナスの向きを変えると回転がどうなるか試してみよう。

５．モーターが回転する原理

　スライドを使ってモーターが回転する原理を説明します。しっかり勉強しましょう。わからないことはどんどん質問しましょう。
６．質問（一緒に考えてみましょう）
①モーターが回転するために、磁石はどんな役割をしますか。

②磁石の位置や向きを変えるとどんなことが起こりますか。それはなぜだと思いますか。

③回転子のコイルはどうしてこんなにたくさん銅線を巻き付けなければいけないのですか。

④あなたの身の回りでモーターを使っている道具や機械にどんなものがありますか。モーターはその機械のどこでどんな役割を果たしていますか。
⑤もし、モーターが発明されていなかったら世の中はどうなっていたでしょう。あなたの家からモーターが無くなったらどんなことが起こりますか。

はじめて聞く部品の名前がたくさん出てきました。覚えておく必要はありませんが、聞きなれると技術者の世界が見えてきます。
基板





単１乾電池





磁石2個








部品パッケージ





コイル銅線








なべ木ねじ６個


さら木ねじ2個





軸受


2個








ブラシ


2個








電池電極２個





電池ホルダー





固定子盤








回転子








軸受





先にこちら側からか軸棒を差し込む





ブラシと電極線の取り付け
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